








































































1947年 4月まで）、三．第二期（1947 年 5月か 





















































7 図書館法（案） 長田富作案（46.6） 
12 図書館法規改正案 近畿案 （46.8） 
14 公共図書館制度刷新要綱案 社会教育局 
（46.12） 
15 公共図書館法案 文部省案 （47. 3） 
27 公共図書館法案（修正仮案）（47. 8） 
28 公共図書館法案 (修正仮案) 文部省社会教 
育局文化課 加藤・雨宮試案(47. 9.18) 
31 公共図書館法案 兵藤第 1案(47.10.20) 
32 公共図書館法案 兵藤第２案(47.10.23) 
33 公共図書館法案 兵藤第３案(47.10.25) 
34 公共図書館法案 兵藤第４案(47.11. 6) 
    国立国会図書館法制定 （48. 2. 9） 
35 公共図書館法案 兵藤第５案(48．2) 
36 公共図書館法案 兵藤第６案(48．3) 
37 公共図書館法案 文部省社会教育局文化課 
(48．3.25) 
47 公共図書館法案 日図協有志(48. 9) 
48 公共図書館法案 日図協   （48.11. 3） 
51  公共図書館法案―文部省案 （49. 1） 
    社会教育施設課の所管 （49. 6. 1） 
社会教育法公布       （49. 6.10） 
67 公共図書館法案要項       （49. 6） 
68 公共図書館法案要綱（案） （49. 9.22） 
69 図書館法案要綱（案）     （49.10.19） 
70 図書館法案要綱           （49.12.19） 







料 11 点から特に重要な意見を抽出する。 
 
16 「公共図書館法案―（文部省）」にかんする 
メモ 岡田温                 （47. 4） 
26 文部省の「公共図書館法案」に関する覚書 
－日図協                     （47. 7） 
17 日本図書館の現状 文部省     （47.12） 
38 公共図書館設置基準案 加藤宗厚試作 
(48. 7） 
46 公共図書館法実施促進委員会報告（第 1 
回）                      （48.11） 
49 公共図書館法案要旨－現行図書館令（昭和 
  8 年改正）との比較において―  (48.12） 
（以下、「49 要旨」という）5) 
50 公共図書館法の制定について館界はかくの 
如く望んでいる 日図協        （48.12） 
（以下、「50 制定」という）6) 
63 ［関西］館長会議申合せ事項     （49． 8.25） 
64 公共図書館法促進情況報告   (49. 9.15） 
65  公共図書館法協議会関係      （49. 9.29） 









































































28 公共図書館法案 加藤・雨宮試案(47. 9) 
・「第 4 章図書館委員会 第 2 節公共図書館設
置基準」88～97条 
47 公共図書館法案 日図協有志   (48. 9) 
・「第 7章公共図書館設置基準」56～67条 
48 公共図書館法案 日図協        (48.11) 
・「第 7章経営及び設置基準」73～80条 
51 公共図書館法案－文部省案      (49. 1) 
・「第 6章公共図書館基準」41～45条 


















































































































































  2『図書館界』19(3),1967.9,p.66-83,20(2),1968. 
  7,p.38-74. 
３）Post-war standards for public libraries, 
prepared by the Committee on Post-War  































































上から 4 行目 制定 → 検討 
p.31の右の欄 
   上から 4 行目 48年 11 月 → 49 年 1 月 
       7 行目  とと   → と 
 なお、同学会のウェブサイトで公開されている
論文では p.31の 2 点を修正しています。 
・加筆 
 内容に変更はありませんが、1.3 の第 2 段落、 
3.3.2 の第 1 段落を加筆し、よりわかりやすく
なるように細かい点で説明を加えました。 
